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今回の例会発表システムのご紹介

　今回は助っ人のお陰でいつものハンドキャリによる重量制限が無くなるので、なるべく
自宅で使用している様な一般的なシステムを持ち込んでお聞き頂くことにしました。

スピーカ

　WOOFER　 SEAS　W18EX001
　TWEETER　SEAS　T29MF001
　エンクロージャ　17Lのバスレフ（Fs約 40Hz）

　SEASはノルウェイのユニットメーカで、このシリーズはマグネ
シューム振動板を使っているユニットです。振動板サイズは18cmと
2.5cmです。
　各エンクロジャはフローティング台に載っています。

　駆動は入力段にバッシブのLCフィルターを用いたマルチアンプ駆
動でクロス周波数は約2.5kHz、遮断特性はリンクウィッツライリー
の2次(-12dB/oct）でバッフルステップ補償とウーファにはブレー

クアウト用ピークキャンセラーとインピーダンス補正(こちらは両方）をしています。

アンプ

　TIのデジタルアンプチップTPA3255を使用したステレオアンプ2台で左右モノアンプ駆
動をしています。出力はchあたり約130Wです。電源はSW電源（400W,48V)を使用してい
ます。

DAC

　中華の新進メーカS.M.S.Lによる旭化成の最新チップ（デジアナ
分離2チップタイプ）を使ったDACを使用しています。プレーヤとの
間はI2S接続（HDMI)です。

プレーヤ１　SDメモリープレーヤ

　中華製のメモリープレーヤ基板使用を使用したプレーヤ、リニア電
源で動作し、出力はHDMI（I2S)のみになります。操作は赤外線リモ
コンを使用します。

プレーヤ２　Symphonic-MPD（RassberyPi3＋digiPro)プレーヤ

　ラズパイ上で動いているリナックス系のプレーヤソフトで再
生します。ソースは基本はNASですが今回は簡易的にUSBメモ
リーを使用しています。操作はPadから無線LAN経由で行います。
電源は専用リニア電源で出力はHDMI(I2S)、S/PIDIF、TOSLINKが
使えます。
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